
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２日（金）５・６校時に１年生を対象に「思春期保健健康教室」を実

施しました。１年生は熱心に講話を聴いていました。 

中学生のみなさんには、命の大切さはもちろんのこと、性についての正

しい知識を得ることで、自分にとって正しい行動は何なのかを自分で考

え、実行できるようになってほしいと思います。 

「思春期」はとても不安定な時期ですが、自己肯定感が高まることで、自分に自信をもって行動

できるようになると思います。ちょっと古いフレーズですが、「みんなは一人一人オンリーワンの存在」

です。ただ知識を得るだけではなく、みなさんの心に残るような思春期健康教室になったことだと

思います。これからも、自分自身と周りの人を大切にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆｢思春期の心｣と聞くと、保護者の皆様は何を思い浮かべるでしょうか。反抗期、親と話がしたく

ない、急にいらいらする、意地悪する、人の目が気になる、一人で悩む等、様々な複雑な思春期の

心の様子を思い浮かべたのではないでしょうか。 

◆思春期は、小学３・４年生頃から体の二次性徴が始まることで知られていますが、心も同様に成

長を始めます。文部科学省学習指導要領では、小学３～６年・中学生の保健体育において「心の

健康教育」を実施するように大きく取り上げており、それに伴い教科書も「心の健康教育」が多くの

ページをしめています。私たち大人が受けてきた保健体育科の授業のイメージとは、大きく異なるこ

とと思います。 

◆思春期の心は、欲求の発達・脳の発達・二次性徴の発達(ホルモンの分泌)に伴い、様々な変化

を起こします。小学３・４年生頃より、客観的に自己を捉えることができるようになる反面、発達の個

人差も大きく、自分自身に肯定的な気持ちをもてず、劣等感をもちやすくなる時期に入ってきます。 

◆そして徐々に、親等の価値観や規範等から作られてきた自分から、自分で自分を作り上げる「自

我の形成」を果たそうと成長していきます。自分の理想の人物・人生を想像し、親から心理的離乳

を起こしその過程で反抗したり、友人関係や性関係を深めたりしようと成長していきます。 

◆複雑な思春期の心の反応は、成長の過程において正常な反応です。しかし、いじめや不登校、

自殺等とも関連し、また、出会い系サイト、性被害加害等にも関連することが多々あります。自己肯

定感が低下する思春期のトラブルを予防するためにも、小学低学年までに家庭や学校、周囲の大

人が愛情たっぷりに、思春期前の自己肯定感の水準を高めておくことが重要だと思います。 

◆また、思春期の子どもたちの約９５％は、思春期自体がどのようなものか知らず、自分が思春期

であるとの認識がありません。学校教育において「心の健康教育」がまだまだ浸透していない現状

も関係しているかもしれませんので、今後の課題であると考えています。 

◆「思春期保健健康教室」で、思春期の複雑な心の反応は正常な反応であると肯定し、思春期は

終わりが来ることを理解し、思春期の自分を客観的にとらえ乗り越える方法を伝えていくと、子ども

たちの心はとても楽になるようです。そして、その後のコミュニケーションにも影響を与えるようです。 

◆すべての子どもたちが人生に幸せを感じることができるよう、「思春期保健健康教室」を学校生

活や家庭生活で生かしてほしいと願っています。 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

思春期保健健康教室（１年）を実施しました！ 

【北九州市の思春期保健に関する取組】 

① 思春期保健連絡会の開催 

（1）目的： 思春期保健の対策強化と健康教育の推進を図り、思春期の子どもたちの 

健康づくりを支援する 

（2）設置年度： 平成 22年度 

（3）構成員： 医療関係者、学校関係者、地域関係者、学識経験者 など 

（4）内容： 関係者間の課題の共有を図る、思春期教育の効果的な取り組みについて協議する など 

② 思春期健康教室等の実施 

（1）市内の小学校・中学校・高等学校・特別支援学校を対象に、標準プログラムを使用した、思春期

保健に関する教室を実施する。 

（2）（1）以外の対象や内容について、各区保健福祉課が講師を派遣して実施する。 

③ 保護者への啓発 

   保護者等に思春期の子どもの実態を理解してもらうため、思春期保健連絡会が設置した作業部会

において作成した、「思春期の子どもの現実 北九州市の子どもを知るためのファクトシートやその

解説本を活用し、啓発を行う。 

④ その他 

   思春期保健連絡会の作業部会において作成した「性教育関連イラスト教材集」や「保健指導関連

イラスト素材集」を、小・中学校へ配付。 

北九州市立尾倉中学校 令和 4年度 「思春期保健健康教室」実施計画 

① 目的：思春期の子どもたちの健全な健康づくりを支援するために、思春期の子どもが、心身の変化を

正しく理解し、相手や自分自身の心と身体を大切にすることができるよう、思春期保健健康教室を実施

する。 

② 日時：令和４年９月２日（金）５・６校時       ③ 場所：本校多目的室・パソコン室 

④ 実施内容【福岡県助産師会 野中 清子先生、 木下 広江先生の講話】 

 ⑴ 全体講話１〇自分の体について知る 〇「いのち」について⑵ 男女別講話  ⑶ 全体講話２ 


